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biologique de Roseo宜del' Universi凶 deParis， including， 
if po副ble，an ex，叩rsionfor fresh-water algae in inner 
Britanny and a visit. to a Manufacture for production of 
lodine and Algine from AIgae. 

・2) Fresh-wa旬，r: To subalpine Lak伺ぽoundAix-Ies-BaIDs and世leLa-
boratoire d'Hydrobiologie de I'E∞，le National de Eaux et 
Forets du Lac du Bourget. 

All matters conceruing the Section of Phycology and Phycological Excur-
sions mus七beaddressed to the Secretariωof the Section : 

Prof. J. FELDMANN Dr. P. BOURRELLY 
(Marine AIgae) (Fresh-water algae) 

Institute Oceanographique 

195 rue St Jacques 
Paris 5岳me

文献抄録

BATTERS著

「穿孔藻類の新属コンコセリスに就いて」

BATTE時， EDWARD ARTHUR LIONEL: on Conchocelis， a New Genu日 of
Perforating AIgae. in G. Mu町ay'sPhycologicaI Memoirs. 1892. Pt.1. pp. 25-

28， pI. vm. London. 

之~も邦産のコンコセリスに就いては幾づかの報告がなされているが本誌に於ても

須諜博士が「アサクザノリの養殖を安定させるためにJ(部類第1谷第1務)の論文中

にコンコセリスに閲して興味深〈越べられて居るし，叉中村博士も「務者の生涯Jく藻

類第15/量第2減)という題でNatureJil1i般の DREW女奥の論文 rPorphyra u，mbui'・
cα陥 (L.)KUTZ.の生活史tこ於けるコンコセリス期」に就いて詳し〈紹介されている。

DREW女史は Porphyraumbuicalis (L.) KUTZ.の呆胞子が量産穿して出来る糸状

体は BATTERSが 1892年に貝殻に穿孔する渡瀬め新風新穏であるとして C仰 cho・

celis rOS6αと命名護表したものと外見上岡ーのものであると也ぺられているのである。

そこで準渚はBATTERSによるコンコセリスの原記総を検討してみたいと思ったの

であるが同時に原記載は此の際是非知って置かれなければならないことであるとも思

づたのでここにこのBATTERSの論文を紹介したいと思った次第である。叉務所の研
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文 献 抄 餓 錨

究機聞からしばしばζの論文の借覧の肴翠に接しているが本拳では貴重文献の貸出し

をお断わりして厨!J，叉此の小論文開質の篇めにわざわざ本拳まで来られるわずらわ

しさを省〈一助ともなればと思い敢て鎧に稚拙ながら抄録したことを諒象廠いたい。

罪文

穿孔する謀類として勘副ET.FLAHAULT爾氏は I歌体動物の固い艮被の中に生

活している般湿の植物についてJ静の報告中に此の奇妙な朕懇で見出されるであろう

所の8属の誕綴を事げており，それ等はすべて藍藻か緑藻で色は藍色か深緑色或は草

色を曇している。理誌は英国の Clyde海のCumbrae島附近で採集した貝殺の中に他

の幾つかの穿fL議漏に混じって，明らかにに Porphyraceaeに属する鮮明な勝目旨色
の或る糸状の藻類を凌見して非常に鴛縛した。穿苦L華薬類に最も造詣の深い BORNET

に此の標本を諮って彼が今迄の研究中にこれと同じものを見たことがあるかどうかを

導ねた。 BOlU司&Tは平漣返事を呉れて，彼は之遁に忍の植物に似たものを見たことは

ないが Erithrotrichiaに類畿の種と考える旨を回答して来た。訟は此の報交で我が

海議君事(相)に此の奥壊まある新種を加えることに就いて短い説明を致さんとするもの

である。

この議類が初めて得られた艮殺は犬小Cumbrae島の神水深 6-8毒事の所をドレヤ

ジされたものである。最もれ、標本は Myatruncata'棉と Solen叩 :g'U.間輔勢の貝

殻の中に穿孔していた。所が事誌は其の後に千潮時砂演に打上げられている貝殻の中に

も，貧弱ではるるがζの議類を見つけた。

この重量績の存在は肉眼には貝殻の内側の表面にあるピンク色の斑勘とじて認められ

る。この斑磁は擦っても落ちない。叉コンコセリスが穿孔している貝般から傘透明に

なる程の薄い破片をかきとることが出来ればルーべでもこの藻類の蹴砲な放射糸朕体

を容易に認bるζ とが出来る。

との織物の待綾はそれが生育している石灰物質の中からとり仰されなければ充分に

は分らない。そとで忍はBo悶ETと FLAHAULTが島方した Perenyiの溶液制酬

が他のどんな脆カルシウム剤よりも作用は緩漫であるけれども最も夏好な結果が得ら

れることに気付いた。

此の誕類は最初は岡司容の施織に見えるがそれはしまいに幾っか合泌するようにな

る。此の施磁のピシタ色がこの藻類と常に或はしばしば混在している他のどんな穿孔

誕媛の権織からもはっきり嵐創出来る。

Perenyiの溶液を用いて貝殻からこの誕績をとり出すとピンク色の斑織は交錯した

分岐糸状体が綱放をなしているものであることが寵<.に分る。ま住織の中.c、部では密に
アエルト朕をなしているので分岐の朕態がよ〈分らないが，然し縁惑ではそれ程交錯

していないので1本 1本について相舘の長さまで辿ることが容易である。乙の藻類の

体は闘節する分岐糸僚から成!J，若い植物の体{闘 1，2)ではその糸燥が中必から頚
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ふ必d占似品..{8dt.，・
Perenyiの溶液で肱灰した標本から作った

園 1，2 ζの議績が極〈健かに感染している貝鍛の1部から得た若い植
物体 (x170) 圃s夏に選んだ時期に於ける水平な部分 (x170) 
圃 4 垂直な糸僚の官官分 (x170) 園 5 膨腹部の還を育の種キの扶態色

素体を示している 園 6 胞子を有している膨服部の部分。(原図寵寓)
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射紋に憤って居る。それから次第に幾つかの権臓が合泌するようになりJ!に交錯し

て，縁密な謹組する水平な綱となって，終には貝殻の表屠の内総のかなりの部分を覆

。てしまう ζ とになる。

此毒事の糸像は太さが麟ぷるまちまちで，者誌の測った一番細いのは径僅かに 1.5μ，最

も太いもので径 7.5μib".普通は径約制である。叉水平な糸傑をなす細胞は移が

非常に種4で民産?であったり曲っていた".混棒紋叉は三角形3或は記越しに〈い

程不規則惨なをしている。水平な糸吠体活の下の所々から糸傑がふ〈れ出て仕切のる

る単像叉は僅かに分岐する所の不規則な膨脹部を形成している{閥的。この膨服部は

普通の糸像よりは勿論太(.径はしばしば 20-30μ もあ".長さは 70から 110μ以

上に遣するととも稀にある。書量常の糸僚部の分岐方法は極必て不規則で相嘗の長さi!!

皐僚でありながら念に，側出芽のひとぽえ{輩出}によって密な分峻体と成る。側技

は望者生であったり互生であったりで，そのまま皐像のζ ともあるが，叉， 主りしばし

ば複分岐しその側技は時に網目放をなすζ ともおる。糸像都の細胞と膨服部の翻胞は

普遁には結合部で，程度の差はるるが経れている。

膨脹部は 2-10の細胞からなっていて，長さは 15μ から 30μ ぁ".金〈単傑で

あったり，多かれ少なかれ分岐している。膨腹部の各細胞の中.C¥には1簡の屋形の色

素体が存率しその星軍事の足はしばしば細胞の議過に迄議している。事誌は色素が普通の

糸織中に配置されている様子を穆笈には見届けるととが由来なかった。然しそれは図

惜の墜に謹韻する暦をなして麟り附けられているように見える。その固筒の墜は，滋

の観察した限りではいつでも均等な或は殆んど均等な膝脂色を曇している。膨膝官官は

水平糸餓部からしばしば分降する，その時に膨腹部は濁立に審議することが出来る。

稼は色々の大きさや形の膨脹部がそれ等の由来した水平な糸絡協の痕跡さえも止bず

にGom側 Z伽や他の穿孔藻類とー絡になっているのをしばしば見ている。

此植物は膨陵部の細胞の中に1絢胞に1筒ずつ形成される胞子によって繁鶴が行わ

れるとa恩われる。選えはその細胞から胞子がぬけ出るらしいとこるの球吠体をみてい

る。而して，時々それ等が滞擁して他の穿孔議類の糸像の聞に混じワているのが見え

る。

色素体の形と色素体の色lk.ぴ胞子形成の方法によって Enthrotrichiaとこの感と

の間には強いつながPのある ζ とが指摘される。然し分岐体でるる ζ とと特異な膨脹

部をもっていることとが爾濁をはっきり分離する。成る観融に於て例えば膨腹部と分

岐方法の酷でコンコセリスと Ost6robilll仰とは似ているがそのピンク色と関節糸献体

とに主って宜「さま匡測される。

術本文には新居としてのコンコセ1);;1.の性質をラテン交により簡単に記銭し，且っ

この糸肢体に C側 choceliBroseaなる種名を奥えて同じ〈ラテン文による簡単な記越
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がなされているが省略した。

註*BORNET， EO.and FLAHAULT， CH: Sur Quelques Plantes vivant dans 
le Tes色Calcariredes Mollusques. Bull. Soc. Bot. Fr. 1889. XXXVI. pp. 

1-31， Pl. VI-Xn. 
輔ェゾオウノガイ

恭輔マテの 1種

輔蝉侍 Perenyiの溶液の底方は 10%羽青酸4容量，アルコール3容量， 0.5%クロム

殴3容量である。色は Bluevioletを呈する。

〈三浦昭椴ー東京水産大拳植物拳敬室〉

皐曾鎌事

日本藻類事合:第一回総合議事報告

日 時: 昭和初年10月11日，午後6時より 10時。

場 所: 金海大署長主義生舎館。

出席者 33~。

開舎に曾り，舎長山岡幸男氏の挨拶があり，中村義援事幹事が遜行係となり，夕食を

共にし乍ら，阪弁奥志雄幹事から庶務・舎計の中間報告が行われた。後，成瀬弘幸争氏

が総合議長となり議事に入り，中村幹事から提案理由の示された食則の鑓更を勝!1，

本務の表紙E廷に掲載された合員。が添認された。叉，無記名投票による合長の溜纂の結

果山闘争男前令長が再選され，新役員は後に令長の指名による事で一任された。夏に，

舎長より，石川光春闘枝滞牧野富太郎三宅鴎ー中堅手治房田原正人山内繁雄の7

氏を本舎名響舎員に推薦致し度しとの提議があ!1，満場一致で之を可決した。次いで

懇親舎に移!J，自己紹介等が和朱綴々緩に行われ，第一回総合を絞った。その他の議

事及び報告等は下記の如し

1. 舎則。本意書表紙裏に掲載のものを見られたい。

2. 含首長。本舎の財政面から食誌に康管欄を設けよ，との聖書があったが，今後考え

る事になった。叉主主i践講座機のものを掲載しては如何との車撃があり，多般の質成者が

あった。

3. 合員。合員数がさbない故曾誌を底鼠に出し，叉他の雑誌に本誌の存在を強調し

ては如何との聾あり，之には舎員総てが新合員の獲得をすべきであるとの申し合せに

一致した。

4. 役員。後日，合長より指名されるが，各地に世話係を依蝿し，舎員からの質疑

に臆答し，其の他，入舎，舎貨の一括送付等の斡旋をする様にしたいとの提案があ

!J，之を笈施する事にした。
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